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説明を付す必要があると思われるものについては、備考欄に記述するか、欄外に大学独自の注をつ
けて説明を記してください。

・両面印刷して、加除が可能な体裁でファイル綴じにし、表紙と背表紙部分に「○○大学薬学部
基礎資料」と明記し、「自己点検・評価書」とは別冊にして提出してください。

「基礎資料」(様式４) 作成上の注意事項

データの基準日は、記述の対象となる年度が指示されていない場合、大学が自己点検・評価を実施
した年度（評価対象年度）の５月１日現在の数値を記載してください。
ただし、基礎資料４の2023年度入試結果は、「草案」の提出時には空欄のままでかまいません。

記述に際しては、各シートの[注]、脚注を確認して、作成してください。なお、三つの方針につい
ては、煩雑さを避けるため「～・ポリシー」と表記します。

各シートの表中の斜体文字の表記例は、消去して作成してください。また、各シートに付されてい
る[注]、脚注は消去しないでください。

各表に記入する数値について小数点以下の端数が出る場合、特に指示のない限り、小数点以下第２
位を四捨五入して小数点以下第１位まで表示してください。

・基本的に、ページ設定でＡ４判に作成してください。

基礎資料７に記載の氏名・年齢・性別・学位称号・現職就任年月日は、個人情報保護の観点から、
公表時には黒塗りにして当機構WEBページに掲載いたします。
評価用の基礎資料とは別に、該当箇所（項目名以外）を黒塗りした基礎資料７を含む、基礎資料全
体のPDFファイルをご提出ください。

提出形態について（印刷体とPDFファイルを格納したCD-Rの作成上の注意）

・表紙および目次を作成し、全体に通しページ番号（基礎資料１から開始）を付してください。

・カラー表記のあるページは、カラーで印刷してください。

・PDFファイルに変換したデータを、「自己点検・評価書」と同じCD-Rに保存し、提出してくださ
い。
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（基礎資料１）カリキュラム・ツリー

[注] 　資質・能力を卒業時に身につけるための、体系性と科目の順次性（学年・学期進行による学習順序）がわか
るような図を示してください。
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（基礎資料２）平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラムのＳＢＯｓを実施する科目     
     
[注]　１　平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラムのＳＢＯｓに該当する内容の必修科目名を（シラバスの名称、選択科目の場合（選）をつける）実施学年の欄に記入してください。 
         ２　同じ科目名が連続する場合はセルを結合して記入することもできます。

平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム (SBOs)
該 当 科 目

SBO略記 1年 2 年 3年 4年 5年 6年
A ●古事頂
(1)畢綱鯛の雙傘
【①医讀人として】

A 
'
: '1

'
: '1

' 
: ' 1 1) 常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。 （医薬看連携地域参 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

加型学習） （教養） 遁床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A 

'
: '1

'
: '1

' 
: ' 2 2) 思者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。 （態度） 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

！臨床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A 

'
: '1

'
: '1

' 
: ' 3 3) チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての百任を自覚し行動する。 （態度） 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

！臨床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A',

''1-'・''1-'•
' ' 4 4) 患者・患者家族•生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。 （知識・態度） ； ； 臨床薬学実務実習I （事前学習） ； 

A : 1: 1: 5 5) 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。 （知識・態度） 薬学概論I 薬学概論Il

A .: 
.
.1.: 

.
.1. : 

. 
. 6 

6) 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。 （知識・態 薬学概論Il ＇ ＇ ＇ 
＇ ＇ 

．． ＇ 
．
． 

＇ ＇ ＇ 
＇ ＇ 

．． ＇ 
．
． 度）

A 
'
: '1

'
: '1

' 
: ' 7 

7) 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。 （知 薬学概論Il ＇ ＇ ＇ ＇ 
＇ 

， ， ， ， 
， 

＇ ＇ ＇ ＇ 
＇ 

， ， ， ， 
， 識・ 態度）

【®畢剤鰤が畢たすべき役劃】

A 
'
: 
'
1

'
: 
'

2
' 
: 
' 
1 1) 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。 （態度） ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

， ， ， ， ， 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）
：臨床薬学実務実習皿（保険薬局実習）

A 
'
: '1

'
: '2

' 
: ' 2 2) 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明 薬学概論Il 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

できる。 潅床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A ': '1': '2' : ' 3 3) 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファ ーマシューテイカルケアについて説明できる。 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

！臨床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A 

'
: 1

'
: 2

' 
: 4 4) 医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。 薬学概論I 生物統計学I ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

: : : ： ： ： ；臨床薬学実務実習m （保険薬局実習）
A : '1: '2: ' 5 5) 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明できる。 薬学概論Il

A ': '1': '2' : ' 6 
6) 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明 薬学概論Il 薬局管理学 ：臨床薬学実務実習I （事前学習））できる。

A : '1: '2: ' 7 7) 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 薬理学ll

A 
'
: '1

'
: '2

' 
: ' 8 

8) 現代社会が抱スる課題（少子・超局齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。 薬学概論Il（知識·態度）
【③患書安全と畢111D防止】

A 
'
: '1

'
: '3

' 
: ' 1 1) 医薬品の1Jスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。 （態度） （医薬看湮携地域参 薬理学w（選） 臨床薬学実務実習I （事前学習）加型学習） （教養）

A ! 1 !3 ! 2 2) WHO による患者安全の考え方について概説できる。 薬理学w（選） 臨床薬学実務実習I （事前学習）
A

'
: '1 

'
:'3

' 
: ' 3 3) 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の只任と義務を説明できる。 i 薬理学w（選） i 臨床薬学実務実習I （事前学習） i 

A 
'
: '1

'
: '3

' 
: ' 4 4) 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明でき 薬理学w（選） 臨床薬学実務実習I （事前学習） ：臨床薬学実務実習Il （病院実習）

る。 ！臨床薬学実務実習皿（保険薬局実習）
A': '1 ':'3' : ' 5 5) 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議す

i 薬理学w（選） i 臨床薬学実務実習I （事前学習） i る。 （知識・態度）
A .: .1.: .3. : . 6 

6) 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原 （医薬看連携地域参 薬理学JV（選） 臨床薬学VI因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 加型学習） （教養）

A
'
: '1 

'
:'3

' 
: ' 7 

7) 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。 ＇ ＇ ＇ ＇ 
＇ 

薬理学l!I（選） ， ， ， ， 
， 

＇ ＇ ＇ ＇ 
＇ 

， ， ， ， 
， （知識・態度）

【④●学の塵史と末學】

A 
'
: '1

'
: '4

' 
: ' 1 1) 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。 薬学概論I

A : '1: '4: ' 2 2) 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。 薬学概論I
A .: .1.: .4. : . 3 3) 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。 薬学概誼I 医療経済学
A: .1 :.4:. 4 4) 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。 （知識・態度） 薬学概論I 薬学概論Il 医療経済学 臨床薬学実務実習I （事前学習）

(2) 躙綱鰤に求められる●璽●
【①生禽•珊】

A 
'
: '2

'
: '1

' 
: ' 1 1)生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。 （知識·態度） 薬学概論Il i i i i 

A
'
: '2

'
: '1

' 
: ' 2 2) 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。 薬学概論Il i i i i 

A 
'
: '2

'
: '1

' 
: ' 3 3) 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。 （知識・態度） 薬学概論Il

A .: .2.: .1. : . 4 4) 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。 薬学概論Il
【②医讀•珊】

A : 2: 2: 1 1) 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。 薬学概論Il 臨床薬学実務実習I （事前学習） ；臨床薬学実務実習Il （病院実習）
A : 2: 2: 2 2) 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。 薬学概論Il 臨床薬学実務実習I （事前学習） ；臨床薬学実務実習Il （病院実習）
A

'
: '2

'
: '2

' 
: ' 3 3) 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 薬学概論Il i i i i 

【®患●の檀零j】
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1年 2年 3年 4年 5年 6年

65 65 60 60 60 60

A 68 66 63 66 61 61

B 73 60 55 58 58 62

留年による者 C 4 1 1 0 0 6

休学による者 D 1 0 0 0 1 3

E 0 1 0 0 1 0

F 68 58 54 58 56 53

F/A 100.0% 87.9% 85.7% 87.9% 91.8% 86.9%

6.8% 1.7% 1.8% 0.0% 1.7% 14.5%

6）（ストレート在籍者数）/（入学時の学生数）の値を％で記載してください。

3）評価実施年度の５月１日現在における各学年の在籍学生数を記載してください。

4）過年度在籍者数を「留年による者」と「休学による者」に分けて記載してください。休学と留年が重複する学生は留年者に算入してください。

5）（在籍学生数）－｛（過年度在籍者数）＋（編入学などによる在籍者数）｝を記載してください。
　　ストレート在籍者数　{B-(C+D+E)｝

7）（過年度在籍者数）/（在籍学生数）の値を％で記載してください。

ストレート在籍率 6）

過年度在籍率 7）　　　　　　　　　 （C+D）/B

1）各学年が入学した年度の入学者選抜で設定されていた入学定員を記載してください。

2）当該学年が入学した時点での実入学者数を記載してください。

過年度在籍者数 4）

編入学などによる在籍者数

ストレート在籍者数 5）

在籍学生数 3）

（基礎資料３－１）　評価実施年度における学年別在籍状況

学年

入学年度の入学定員 1)

入学時の学生数 2）
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（基礎資料３－２） 　評価実施年度の直近５年間における６年制学科の学年別進級状況
 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

在籍者数 
1) 63 68 64 68 73

休学者数 
2) 0 1 1 1 0

退学者数 
2) 3 7 6 3 0

留年者数 2) 1 1 1 4 0

進級率 3) 93.7% 86.8% 87.5% 88.2% 100.0%

在籍者数 
1) 56 60 59 55 60

休学者数 2) 0 0 0 0 0

退学者数 2) 1 1 1 0 0

留年者数 
2) 0 0 0 0 0

進級率 
3) 98.2% 98.3% 98.3% 100.0% 100.0%

在籍者数 1) 63 55 59 58 55

休学者数 2) 0 0 0 0 0

退学者数 
2) 1 1 0 0 0

留年者数 2) 0 0 0 0 1

進級率 3) 98.4% 98.2% 100.0% 100.0% 98.2%

在籍者数 1) 63 62 54 59 58

休学者数 2) 0 0 0 0 0

退学者数 2) 0 1 0 1 0

留年者数 2) 0 0 0 0 0

進級率 3) 100.0% 98.4% 100.0% 98.3% 100.0%

在籍者数 1) 63 63 61 54 58

休学者数 2) 0 0 0 0 1

退学者数 2) 1 0 1 0 0

留年者数 2) 0 0 0 0 0

進級率 3) 98.4% 100.0% 98.4% 100.0% 98.3%

5年次

*2018年１年次の「退学者数」欄の「６名」のうち、１名は生命薬科学科への転学科

1年次

2年次

3年次

4年次
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（基礎資料３－３）　評価実施年度の直近５年間における学士課程修了（卒業）状況の実態

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

89 71 72 68 62

80 62 64 60 56

89.9% 87.3% 88.9% 88.2% 90.3%

６年　　　　  　 C 73 57 59 54 51

７年 7 4 2 2 3

８年 0 1 2 2 2

９年以上 0 0 1 2 0

86 67 69 72 61

84.9% 85.1% 85.5% 75.0% 83.6%

4） それぞれの年度の６年次学生（C）が入学した年度の実入学者数（編入学者を除く）を記載してください。

5） ストレート卒業率 ＝ （卒業までに要した在学期間が６年間の学生数）／（入学時の学生数）の値（C/D）を％で記載してください。

入学時の学生数（実入学者数） 4)　　  D

ストレート卒業率 5)　　　　　　　　 　　  C/D

1)　当該年度の９月に卒業した学生は、「在籍学生数」（A）にも、「卒業者数」（B）にも含みません。

　　 なお、卒業者数は、当該年度の卒業判定会議（年度末）における卒業認定者数を記載してください。

2） 卒業率＝（学士課程修了者数）/（６年次の在籍者数）の値（B/A）を％で記載してください。

3)  「編入学者を除いた卒業者数」の内訳を卒業までに要した期間別に記載してください。

卒業までに要した
在学期間別の

内訳 
3)

卒業判定時（年度末）の在籍学生数 1)　  A

学士課程修了（卒業）者数 1）　　　　　　　  B

卒業率 2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B/A
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 平均値 
5)

60 60 60 60 65 65

61 61 66 63 66 68 64

101.7% 101.7% 110.0% 105.0% 101.5% 104.6% 104.1%

0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 1 0 0.3

 ２年次 C 0 1 0 0 1 0 0.3

 ３年次 D 0 0 0 0 0 0 0.0

 ４年次 E 0 0 0 0 0 0 0.0

1） 各年度の実入学者数として、当該年の５月１日に在籍していた新入生数を記載してください。

2） 各年度の実入学者数をその年度の入学定員で除した数値を％で記載してください。

3） その年度に受け入れた編入学者（転学部、転学科などを含む）の合計数を記載してください。

編入学者数 3）　　  C+D+E

編入学した学年

別の内数 4)

注意：2018年度と2021年度の２年次編入者各１名は、ともに、本学部生命薬科学科（４年制）からの転学科

（基礎資料３－４）　 直近６年間の定員充足状況と編入学者の動向

入学年度

入学定員　　　　　  　　  A

実入学者数 1)　　  　　　B

入学定員充足率 2)　  B/A

編入学定員　　　　　　 　
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　　　（基礎資料４）　学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2018年度入試

（2017年度実施）
2019年度入試

（2018年度実施）
2020年度入試

（2019年度実施）
2021年度入試

（2020年度実施）
2022年度入試

（2021年度実施）
2023年度入試

（2022年度実施）

募集定員数に対す
る入学者数の比率
（６年間の平均）

受験者数 457 441 361 460 508 545

合格者数 83 87 71 75 84 86

入学者数(A) 37 46 39 41 41 47

募集定員数(B) 44 44 44 44 44 44

A/B*100(%) 84.1% 104.5% 88.6% 93.2% 93.2% 106.8%

受験者数 71 58 43 29 41 54

合格者数 14 13 13 16 16 15

入学者数(A) 14 13 13 16 16 15

募集定員数(B) 10 10 10 13 13 13

A/B*100(%) 140.0% 130.0% 130.0% 123.1% 123.1% 115.4%

受験者数 61 48 37 49 49 73

合格者数 9 7 9 7 9 8

入学者数(A) 9 7 9 7 9 8

募集定員数(B) 6 6 6 6 6 6

A/B*100(%) 150.0% 116.7% 150.0% 116.7% 150.0% 133.3%

受験者数 - - - 3 12 11

合格者数 - - - 2 2 11

入学者数(A) - - - 2 2 2

薬 募集定員数(B) - - - 2 2 2

A/B*100(%) - - - 100.0% 100.0% 100.0%

受験者数 4 7 7 3 2 3

薬 合格者数 1 2 2 0 0 1

入学者数(A) 1 1 2 0 0 1

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0% 0% #VALUE!

受験者数

学 学 合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

A/B*100(%)

受験者数

科 合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

部 A/B*100(%)

受験者数

合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

A/B*100(%)

受験者数

合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

A/B*100(%)

受験者数

合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

A/B*100(%)

受験者数 593 554 448 544 612 686

合格者数 107 109 95 100 111 121

入学者数(A) 61 67 63 66 68 73

募集定員数(B) 60 60 60 65 65 65

A/B*100(%) 101.7% 111.7% 105.0% 101.5% 104.6% 112.3%

受験者数 0 0 0 0 0 0

合格者数 0 0 0 0 0 0

入学者数(A) 0 0 0 0 0 0

募集定員数(B) 0 0 0 0 0 0

A/B*100(%) 0% 0% 0% 0% 0% 0%

[注]

　

７　薬科学科との一括入試の場合は、欄外に「（備考）○年次に・・・・・を基に学科を決定する。なお、薬学科の定員は△△△名」と注を記入してください。

学　科　計 104.9%

編（転）入試験 実施していない

１　入学者数は、実施した入試により５月１日（評価対象年度に実施した入試のデータは調書提出時）に新入学者となっている学生数を記入してください。

２　実施している全種類の入試が網羅されるように「入試の種類」の名称を記入し、適宜欄を設けて記入してください。なお、該当しない入試方法の欄は削除してください。

３　入試の種類ごとに「募集定員数(B)に対する入学者数(A)」の割合［A/B*100(%)］を算出してください。

４　「留学生入試」に交換留学生は含めないでください。

５　各入学（募集）定員が若干名の場合は「若干名」と記入してください。

６　６年制が複数学科で構成されている場合は、「学部合計」欄を設けて記入してください。

一般入試
(中期日程)

大学入学共通テ
スト利用入試

（学校推薦型選
抜B）

学校推薦型選抜A

大学入学共通テ
スト利用入試

（学校推薦型選
抜B・名古屋市高

大接続枠）

私費外国人留学
生選抜
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 
1）

15名 8名 11名 9(2）名 43名 28名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 
2）

2名 1名 2名 0名 5名 4名

助手 
1）

兼担教員 
2）

0名 13名

TA SA その他 1） 合計

44名 名 名 44名

事務職員 技能職員 2） その他 3） 合計

8名 2名 3名 13名

2） 薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

3） 司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条２の教育業務及び研究に携わる常勤者

2）４年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する４年制学科の専任教員

表３．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など（無給は除く）

表４．薬学部専任の職員1)

  自己点検・評価を実施した年度の実績を記入

1） 薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤数は（　）に内数で
　　記入。複数学部の兼任は含まないこと。）

表２．薬学科（６年制）の教育研究に携わっている表１．以外の薬学部教員

（基礎資料５）教員・職員の数

表１．大学設置基準（別表第１）の対象となる薬学科（６年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

1）大学設置基準第13条別表第１のイ（表１）及び備考４に基づく数／別表２は含まない

2）上記基準数の６分の１（大学設置基準第13条別表第１のイ備考10）に相当する数
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

７０代 0名 0名 0名 0名 0名 0.0%

６０代 7名 0名 0名 0名 7名 16.3%

５０代 6名 4名 0名 0名 10名 23.3%

４０代 2名 4名 5名 0名 11名 25.6%

３０代 0名 0名 6名 7名 13名 30.2%

２０代 0名 0名 0名 2名 2名 4.7%

合計 15名 8名 11名 9名 43名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

男性 15名 8名 9名 8名 40名 93.0%

女性 0名 0名 2名 1名 3名 7.0%

（基礎資料６）　専任教員（基礎資料５の表１）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（　　65　　　歳）

（参考資料）　専任教員（基礎資料５の表１）の男女構成
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4 年生の在籍学生数 58 名

5 年生の在籍学生数 58 名

6 年生の在籍学生数 62 名

　4年生 　5年生 　6年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 薬化学 3 1 1 2 4 317.6

2 精密有機反応学 2 0 0 2 2 257.1

3 薬品合成化学 2 1 1 1 3 287.3

4 機能分子構造学 1 0 0 0 0 60.6

5 生体超分子システム解析学 3 3 4 5 12 317.6

6 コロイド・高分子物性学 3 4 4 3 11 317.6

7 生命分子構造学 3 1 1 1 3 317.6

8 分子生物薬学 3 4 1 2 7 317.6

9 薬物送達学 3 4 4 4 12 200.9

10 生薬学 3 3 4 3 10 317.6

11 衛生化学 2 4 4 3 11 257.1

12 遺伝情報学 2 1 2 3 6 317.6

13 細胞分子薬効解析学 2 4 2 4 10 317.6

14 病態生化学 2 4 4 4 12 317.6

15 薬物動態制御学 3 4 4 3 11 317.6

16 病態解析学 3 3 3 3 9 317.6

17 細胞情報学 3 3 3 3 9 317.6

18 神経薬理学 3 4 2 2 8 317.6

19 医薬品安全性評価学 3 3 4 2 9 317.6

20 病院薬剤学 2 2 3 2 7 189.1

21 臨床薬学教育研究センター 5 6 6 6 18 317.6

22 (医）病態モデル医学 2 1 0 0 1 307.8

23

24

25

26

27

28

29

30

58 60 57 58 175

[注]

　２　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

　４　隣接する複数の講座などで共有して使用する実験室などは、基礎資料11-２に記載してください。

卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m
2
）

合　計

　１　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　３　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料８）　卒業研究の学生配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　名古屋市立大学講座名 生命分子構造学分野 職名　　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

（授業評価等を含む）

平成22年4月〜

　２　作成した教科書、教材、参考書

平成22年4月〜 物理系実習書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

（FDを含む） 令和4年7月 模擬講義を行った。

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）
等の名称

共著 2022年7月 Glycobiology;32(8):646-650

共著 2022年6月 Int J Mol Sci. 23(12):6662.

　 共著 2022年7月 Commun Biol. 5(1):676

共著 2021年4月
Phys Chem Chem Phys .23(16):9753-

9760

共著 2020年3月 Nat Commun.11(1):1368.

発表年・月 学会名

2022年9月 日本糖質学会例会

2022年11月 第95回日本生化学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2020年4月～現在 日本バイオイメージング学会　評議員

2021年4月～現在 比較グライコーム研究会　世話人

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

（演題名）ジストログリカンの糖鎖伸長終結因子グリセロールリン酸による
がん悪性化機構

２．学会発表（評価対象年度のみ）

「薬学物理化学II」、「構造生物学」では、パワーポイ
ントを用いて講義を行っており、配布資料には、穴開け
にして学生に記載してもらうよう努めている。また、講
義の最後に、小テストを行い学生の理解度を高めるよう
に努めている。「物理系実習II」では、毎日レポートを
提出してもらい、理解度を高めてもらっている。

（論文）GALAXY ver3: updated web application for
glycosylation profiling based on 3D HPLC map

  （論文）Cancer Malignancy Is Correlated with
Upregulation of PCYT2-Mediated Glycerol Phosphate

Modification of α-Dystroglycan

  （論文）An embeddable molecular code for Lewis X
modification through interaction with

fucosyltransferase 9.

（論文）Comprehensive characterization of
oligosaccharide conformational ensembles with

conformer classification by free-energy landscape
via reproductive kernel Hilbert space

（論文）Improved secretion of glycoproteins using
an N-glycan-restricted passport sequence tag

recognized by cargo receptor

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　　　矢木　宏和

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

（演題名）糖鎖修飾の違いがもたらすジストログリカンの機能の多様性

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　名古屋市立大学講座名 薬物送達学 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫 なし

（授業評価等を含む）

　２　作成した教科書、教材、参考書 なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等 2021.10.21 長崎大学　卒業生講演

　４　その他教育活動上特記すべき事項 なし

（FDを含む）

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・
号数）等の名称

共著 2022年9月
Pharmaceutics 14(9) 1930-
1930

共著 2022年6月 Polymers 14(13) 2693-2693

　 共著 2022年5月
Drug metabolism and
pharmacokinetics 44

共著 2022年2月
Journal of △△ vol.21
No.３

共著 2021年1月
Pharmaceutics 13(1) 115-
115

発表年・月 学会名

2022年9月

省エネルギーに貢献する粒子
設計・粉体プロセスの薬工連
携研究会2022年度若手研究者
討論会

2022年5月 日本薬剤学会第37年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2022年4月～現在 日本薬学会会員

2022年4月～現在 日本薬剤学会会員

2022年4月～現在 DDS学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

Recent advances in lipid nanoparticles for
delivery of nucleic acid, mRNA, and gene
Suppression of Peritoneal Fibrosis by
Sonoporation of Hepatocyte Growth Factor Gene-

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　小川昂輝

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）粘膜ワクチンを目指した粉末製剤化mRNA封入脂質ナノ粒子

（演題名）糖アルコールを粉砕メディアとした薬物ナノ粒子の調製
と実験計画法による製剤品質の最適化

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

Fabrication of Mucoadhesive Films Containing
Pharmaceutical Ionic Liquid and Eudragit
Preparation, Characterization and In Vitro
Evaluation of Eudragit S100-Coated Bile Salt-
Focused ultrasound/microbubbles-assisted BBB
opening enhances LNP-mediated mRNA delivery to
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表１．　評価対象年度の定期健康診断受診率

学年 在学者数 受診者数

１年 126 124

２年 112 110

３年 92 85

４年 101 97

５年 58 56

６年 62 53

[注]　1)　４年次12月末までに、ワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入してくださ
い。
          確認できない場合は、左欄のみ記入してください。
　

　ムンプス

　B型肝炎

（基礎資料10）　　学生の健康管理

検査対象抗体

　風疹

　麻疹

　水痘

表２．　評価対象年度の５年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

抗体価が十分高かった
学生数

抗体価が不十分なためワ

クチン接種をした学生数
１)

受診率（％）

98%

98%

97%

96%

92%

29

32

22

7

29

22

4

52

51

27

85%
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座席数 室数 収容人員合計 備   考

宮田専治記念ホール 285 1 285

大講義室 209 1 209

講義室1 142 1 142

講義室4 72 1 72

講義室5 118 1 118

ＣＢＴ 72 1 72

ＯＳＣＥ 16 8 128

模擬病室 - 1 -

模擬薬局 72 1 72

化学系実習室 120 1 120

物理・生物系実習室 120 1 120

学生ラウンジ（研究棟） 6 無線ＬＡＮ設置

学生ラウンジ（実習棟）

薬用植物園

　　

[注]　 1)　総合大学では薬学部の教育で使用している講義室、演習室、実習室などを対象にしてください。

　　　 2)　講義室・演習室には収容人数による適当な区分を、例示を参考に設けて、同じ区分での座席数の範囲を示してください。
 　　　　　また、固定席か可変席か、その他特記すべき施設なども、例示を参考にして備考欄に記入してください。
   　　　　コンピューター演習室の座席数は学生が使用する端末数としてください（教卓にあるものなどを除く）。

　　　 3） 学生が自習などの目的で自由に利用できる開放スペースがあれば記載してください。

（基礎資料11-1）薬学科の教育に使用する施設の状況

施設 1)

講義室・

演習室 2)

実習室

自習室等 3)

※以下の概要を任意の様式で記載してください。
 ① 設置場所　（薬学部キャンパス内か別キャンパスか）
 ② 施設の構成と規模
 ③ 栽培している植物種の数
 ④ その他の特記事項
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施設名   1),2) 面積 3) 収容人員 4) 室数 5) 備   考

教員個室（教授室など） 29m2 ― 21

実験室・研究室（大） 96m2 ― 19

実験室・研究室（中） 74m2 ― 16

実験室・研究室（小） 27m2 ― 31

競争的研究スペース 60m2 ― 18

施設の区分 1),2) 室数

実験動物施設 26

RI実験施設 4

共同利用研究施設 10

低レベル実験室、中レベル実験室、動物実験室、遺伝子実験室

（共研棟）1F MS室、ESR室、元素分析室、2F 電子顕微鏡室、3F 生体計測室、免疫制御実験室、生体分
子化学実験室、遺伝子実験室、（研究棟）NMR室1、NMR室2

1） 例示のように、大まかな用途による区分を設け、各区分に含まれる室数と施設の内容を例示のように列記してください。（面積などは不要です。）
2） 例示以外の実験施設（例えば、培養室など）があれば追加してください。

（基礎資料11-2）卒業研究などに使用する施設

表１．講座・研究室の施設

　1）単独の講座・研究室などが占有する卒業研究で使用する学生用研究室は、（基礎資料11-1）と重複してかまいません。
　2）複数の講座・研究室が（隣接する２～３講座で共用で）占有する施設があれば、記載してください。
   　実験室・研究室に広さが異なるものがある場合は、「大・小」、「大・中・小」のように大まかに区分してください。
　3）同じ区分の部屋で面積に若干の違いがある場合、面積には平均値を記入してください。
　4）１室当たりの収容人数を記入してください。同じ区分の部屋で若干の違いがある場合は平均値を記入してください。
　5）薬学科の卒業研究を担当する講座・研究室が占有する部屋の合計数を記入してください。（ひとつの講座・研究室当たりの数ではありま
　 　せん。）

表２．学部で共用する実験施設

施設の内容

行動薬理室（3室、なお附室6室）、SPF室（11室）、コンベ（11室）、洗浄室（1室）

　1室あたりの収容人数は定められていない
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総合情報センター
田辺通分館

114 702 16.2% グループ研究室 22
無線LAN

プロジェクター

薬学部・薬学研究科の学生
学部生数(含む1年)：151
大学院生数：151

閲覧室PC席数：16

総合情報センター
山の畑分館

219 2,319 9.4% グループ研究室(2室) 12
無線LAN

プロジェクター

滝子（山の畑）キャンパスの3学
部・研究科の学生
学部生数：2,030
大学院生数:289
*教養教育の学生（全学部の1年生）
も利用。学生収容定員は所属学部所
在キャンパスの分館の定員扱い
閲覧室PC席数：12

計 333 3,021 34

（基礎資料12）学生閲覧室等の規模

図書室（館）の名称
　学生閲覧室
　座席数（Ａ）

　学生収容

　定員数（Ｂ）1）

収容定員に対する
座席数の割合(％)

Ａ／Ｂ＊100

4） 例示の中央図書館は、薬学部の利用がなければ（キャンパスが異なるなど）、右の欄を空欄にしてください。

その他の
自習室の座席数

その他の

自習室の整備状況 2）
備 　考 3）

1）「学生収容定員数（Ｂ）」欄には、当該施設を利用している全ての学部・大学院学生等を合計した学生収容定員数を記入してください。

2）「その他の自習室の整備状況」欄には情報処理端末をいくつ設置しているか等を記載してください。

3）「備考」欄には「学生収容定員（Ｂ）」の内訳を、学部・大学院等ごとに記入してください。

その他の
自習室の名称
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図書の全冊数
開架図書の

冊数(内) 1)
内国書 外国書 2019年度 2020年度 2021年度

総合情報センター
田辺通分館

68,243 67,189 574 588 472 41,754 572 540 487

[視聴覚資料]前回H26は種数
で算出、今回は点数で算出
[電子ジャーナル]
キャンパス限定なし：
41,649
田辺限定：5
川澄限定：32
山の畑限定：61
北千種限定：7

総合情報センター
山の畑分館

567,264 532,680 4,425 2,222 8,793 - 4,566 4,339 3,160

[視聴覚資料]前回H26は
種数で算出、今回は点数
で算出
[電子ジャーナル]
田辺通分館で一括計上

計 635,507 599,869 4,999 2,810 9,265 41,754 5,138 4,879 3,647

3）電子ジャーナルが中央図書館で集中管理されている場合は、中央図書館にのみ数値を記入し、備考欄にその旨を注記してください。

（基礎資料13）図書、資料の所蔵数および受け入れ状況

図書館の名称

図書の冊数 定期刊行物の種類 視聴覚資料の
所蔵数

（点数） 2)

電子ジャー
ナルのタイ

トル数3)

過去３年間の図書受け入れ状況

備       考

[注]　雑誌等ですでに製本済みのものは図書の冊数に加えても結構です。

1）開架図書の冊数（内）は、図書の全冊数のうち何冊かを記入してください。

2）視聴覚資料には、マイクロフィルム、マイクロフィッシュ、カセットテープ、ビデオテープ、ＣＤ・ＬＤ・ＤＶＤ、スライド、映画フィルム、
　 ＣＤ－ＲＯＭ等を含め、所蔵数については、タイトル数を記載してください。
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